
会場の神戸国際会館は、神戸・三宮の
玄関口に立つランドマーク。

開館は1956年。当時最新鋭の設備を備
えたコンサートホールであったが、1995
年の阪神・淡路大震災で全壊。1999年に
震災復興と神戸の発展のシンボルとして
オープンし、国際性・公共性・文化性が
融合する芸術文化の拠点として、また都
市機能の中心としての役割を担っている。
建物の頂点には塔屋があり、震災犠牲
者の鎮魂を祈る灯りのモニュメントとされ
ている。
全2,022席のこくさいホールは、３階席ま

である大きなホール。左右のアール状の
ボックス席が個性的で美しい。定評ある
「大フィルサウンド」とソリストのみなさん
の協演を楽しみに着席した。
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吉田南さん応援レポート

大阪フィルハーモニー交響楽団
神戸特別演奏会～協奏曲の夕べ～

2017年７月19日（水）
神戸国際会館こくさいホール

ピアノ・ヴァイオリン・チェロの３つの協奏曲
「大阪フィルハーモニー交響楽団神戸特別演
奏会～協奏曲の夕べ～」。

「三井住友銀行・みなと銀行PRESENTS」と銘
打った特別バージョンの演奏会である。

「協奏曲の夕べ」のタイトルどおり、角田鋼亮氏
の指揮、大阪フィルハーモニーの管弦楽で、
ピアノ・ヴァイオリン・チェロの３つの協奏曲の演
奏が予定されている。

吉田さんはヴァイオリン協奏曲のソリストとして
出演。また、チェロ協奏曲には財団奨学生OB
の宮田大さんの出演が予定されている。

管弦楽の大阪フィルハーモニー交響楽団は、
1947年、日本を代表する名指揮者であった朝
比奈隆氏と関西経済人の尽力により設立され
た、日本を代表するオーケストラのひとつであ
る。（｢関西交響楽団｣の名称で設立され、
1960年に現在の大阪フィルハーモニー交響楽
団へと名称変更） 。

「大フィル」の名で親しまれ、本拠地であるフェ
スティバルホールでの「定期演奏会」をはじめ、
ザ・シンフォニーホールでの「マチネ・シンフォ
ニー」や「ソワレ・シンフォニー」、大阪のメイン
ストリートである御堂筋や中之島の街角で繰り
広げる音楽イベント「大阪クラシック」など多彩
な活動を続けてきている。また、東京でも毎年、
定期演奏会が開催されている。



2

フィンランドの人々への想いを乗せて

写真ご提供：大阪フィルハーモニー交響楽団
🄫飯島隆氏

演奏会は岡田将さんのリスト「ピアノ協奏曲第１
番 」でスタート。オーケストラの力強い演奏から
はじまり、ダイナミックなピアノの音が鳴り響く。
終章のラストに向けての盛り上がりに、会場も、
ぐっと巻き込まれる。

続いて吉田さんが登場。シベリウスが生まれ育っ
た地であるフィンランドを思い起こさせるような、グ
リーンが印象的なドレス姿。「・・・この曲は北欧の
厳しい寒さのイメージなどと言われますが、以前、
半月ほどフィンランドに滞在したときに感じたのは、
寒さではなくフィンランドの人々の温かさでした。
フィンランドの人々は寂しがり屋で人見知りという
印象なのですが、その心の中にはフィンランドの哀
しい歴史をふまえて、人に対して優しく温かく接す
る心があるということ、一見物静かな人々の中に流
れる情熱があることを強く感じました」。・・・ フィン
ランドの方々のイメージや、人々への想いを伝えた
いと、ひとつひとつの音を丁寧に、ヴァイオリンを存
分に鳴らしていく。

「身体全体を楽器のように使うことを心掛けていま
す」という吉田さん。クリアで芯のある美しい音色を
ボリューム感もたっぷりに響き渡らせる。テクニックも
十分に、オーケストラとも落ち着いて奏で合う堂々の
演奏。会場を埋め尽くした皆さまからは何度も何度も
カーテンコール。大きな拍手が贈られていた。

ラストの曲、ドヴォルザークのチェロ協奏曲のソリス
トは宮田大さん。ゆるぎないテクニックとあふれる情
感。温かくまろやかなチェロの音を聴かせてくれた。

３人のソリストの素晴らしいパフォーマンス。それぞ
れの楽器の魅力を堪能した演奏会だった。
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聴いてくださる方にメッセージを伝えることのできる
演奏家になりたい

＜演奏会概要＞
◆出演
指揮：角田鋼亮
ピアノ：岡田将
ヴァイオリン：吉田南
チェロ：宮田大
管弦楽：大阪フィルハーモニー交響楽団

◆曲目
リスト／ピアノ協奏曲第1番変ホ長調 S.124
シベリウス／ヴァイオリン協奏曲ニ短調作品47
ドヴォルザーク／チェロ協奏曲ロ短調作品104

吉田さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

写真：大阪フィルハーモニー交響楽団公式SNS、
吉田南さんSNS、財団事務局撮影写真

演奏会当日の裏話をひとつ。今年から大学生と
なった吉田さん。大フィルのみなさんも吉田さん
のことは小さい頃からご存知で、成長を見守って
くださっている。楽屋では「演奏良かったよ～」と
いう言葉とともに、多くの方々から「おねえさんに
なったね～」とお声掛けいただいたそうだ。笑い
ながら教えてくれた。

終演の後日、吉田さんに話を聞いた。

「・・・当日は思い通りに？」と尋ねると、
「はい!!」と元気な返答。満足のいく演奏ができ
たそうだ。

－オーケストラとの協演；
「・・・シベリウスをオケと弾くのは６回目でした。
何度演奏しても表現しきれない壮大な曲ですが、
前回よりも少しでもステップアップできるよう丁
寧に準備しました。
まず、スコア（オーケストラも含め、すべての
パートが並べて書かれてある楽譜）を勉強しま
した。オケと弾くときには、それぞれの楽器が何
をしているのかを知ってから、自分のソロの勉
強をするようにしています」
「・・・本番3日前には『吉田さんのシベリウスが
どんな感じか知りたい』と指揮者の角田先生が
仙川（桐朋学園）まで来てくだり、入念な打ち合
わせをいただきました。リハーサルではコン
サートマスターの方をはじめ、各トップ奏者の
方々にも随分相談に乗っていただき、本番も落
ち着いた気分で立ち向かうことができました」
「・・・大フィルのみなさんとの初協演は12歳のと
きで、今回は４回目の協演でした。毎回少しで
も『成長したね』と言っていただけるよう、心を込
めて準備し、良い演奏ができるように努めてい
ます」

指揮者の角田先生と 楽屋で宮田大さんと

－目指す演奏は？；
「・・・ヴァイオリンはとても難しい楽器で、テク
ニックに気を取られてしまいがちですが、
本当は、音楽を通して伝えなければいけないも
のがあると感じています。・・・聴いていただく方
にメッセージを伝えることのできる演奏家になり
たいと思っています」

今年はオーケストラとの協演機会が続く。 「・・・
この夏は レッスンや語学など、じっくり勉強しよ
うかなと思っています」。 ・・・『学びの夏休み』と
する予定とのこと。
「・・・今までは圧倒的に古典派・ロマン派を弾く
機会が多かったのですが、近現代の新しい曲に
も挑戦していきたいなと思っています」・・・フィー
ルドもどんどん広がっていく。
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【コンサート・プログラム】
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【コンサート・プログラム】


